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今月の紙面

データで知る帯広
8月末の人口と世帯数
人口▶167,640人
 （前月比－5人）

　男▶80,047人
　女▶87,593人
世帯▶87,158世帯
 （前月比＋46世帯）

0件（前月比－4件）

ご　み　量

資源ごみ（Sの日）量　

2,733t
（前年同月比＋159t）

658t
（前年同月比－11t）

8月の火災発生件数

8月の家庭ごみ排出量

とかちばん馬まつり
………………………… 9

■
自宅などで受けられる医療

「在宅医療」…………… 7
■

保育所・幼稚園などの
入所申し込み………… 8

■
10月は乳がん月間です
……………………… 20

十
勝
の
バ
ス
交
通
の
現
状

　

皆
さ
ん
は
普
段
、
通
勤
・
通
学
、
買

い
物
な
ど
の
移
動
手
段
と
し
て
路
線
バ

ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
。

　

現
在
、
帯
広
市
内
で
は
十
勝
バ
ス
と

北
海
道
拓
殖
バ
ス
の
２
社
が
、
39
路
線
、

1
日
当
た
り
５
８
８
便
を
運
行
し
て
い

ま
す
。

　

昭
和
60
年
度
に
は
約
１
３
０
０
万
人

い
た
帯
広
市
内
の
バ
ス
利
用
者
は
、
自

家
用
車
の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て
利
用
者

の
減
少
が
続
き
、
平
成
22
年
度
に
は
約

４
０
０
万
人
ま
で
減
り
、
バ
ス
交
通
を

経
営
的
に
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
、
困

難
と
な
る
状
況
で
し
た
。（
図
１
）

バ
ス
交
通
維
持
に
向
け
た
取
り
組
み

　

バ
ス
利
用
者
の
減
少
が
続
く
中
、
市

と
バ
ス
事
業
者
な
ど
は
、
生
活
交
通
の

確
保
や
今
後
の
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
総
合
的
な
対
策
に
取
り
組
む
た
め
、

路
線
バ
ス
の
維
持
や
新
し
い
バ
ス
サ
ー

ビ
ス
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、農
村
地
区
の
予
約
制「
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
」
の
運
行
を

開
始
し
た
り
、
全
て
の
バ
ス
路
線
を
網

羅
し
た
「
お
び
ひ
ろ
バ
ス
マ
ッ
プ
」
を

作
成
し
た
ほ
か
、
バ
ス
事
業
者
独
自

に
、
個
別
訪
問
に
よ
る
バ
ス
利
用
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
帯
広
市
内
の
バ
ス
利
用
者
は

平
成
23
年
度
に
は
増
加
し
、
現
在
は

４
４
０
万
人
台
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

（
図
１
）

路
線
バ
ス
は
な
ぜ
必
要
？

　

路
線
バ
ス
や
鉄
道
を
は
じ
め
と
す
る

公
共
交
通
は
、
身
体
障
害
者
や
高
齢
者
、

学
生
な
ど
自
家
用
車
を
運
転
し
な
い
人

に
と
っ
て
、
日
常
生
活
を
支
え
る
生
活

基
盤
で
あ
り
、
高
齢
化
の
進
行
な
ど
に

よ
り
、
誰
も
が
利
用
で
き
る
公
共
交
通

が
果
た
す
役
割
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、

外
国
人
を
含
む
観
光
客
な
ど
に
と
っ
て

も
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
の
整
備
は
、

地
域
の
活
性
化
に
欠
か
せ
な
い
要
素
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
路
線
バ
ス
の
現
状
と
課

題
か
ら
、
バ
ス
交
通
の
必
要
性
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
ま
す
。

人が鉄ソリを引いて競う「人間
ばん馬大会」のほか、多彩な
飲食ブースや催しを行います。

フードバレーとかちは、十勝の強みである食と農林漁業を生かした地域成長戦略です。

図１ 市内の自動車保有台数とバス利用者数の推移
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バス利用者数のバス利用者数の
減少減少

豊かな未来を運ぶバス豊かな未来を運ぶバス豊かな未来を運ぶバス

路線バスのこれからを考える路線バスのこれからを考える路線バスのこれからを考える

商業まちづくり課
（市庁舎７階、☎65・4165）

問い合わせ

特集

大正時代から、私たちの足となり、大正時代から、私たちの足となり、
まちのにぎわいや人々のふれあいを生み出してきたバス。まちのにぎわいや人々のふれあいを生み出してきたバス。
帯広の「未来」を乗せて、バスは今日も走り続ける。帯広の「未来」を乗せて、バスは今日も走り続ける。
このまちを支え続ける路線バスのこのまちを支え続ける路線バスの

「今」と「これから」について考えます。「今」と「これから」について考えます。

大正時代から、私たちの足となり、
まちのにぎわいや人々のふれあいを生み出してきたバス。
帯広の「未来」を乗せて、バスは今日も走り続ける。
このまちを支え続ける路線バスの

「今」と「これから」について考えます。

バス乗車体験でワクワクいっぱいの子どもたち
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冬休み海外研修交流事業　５カ国のいずれかでホームステイなどを体験。　対小学３年生～高校３年生　日 12 月 24 日（日）～翌年 1 月 4 日（木）の６～
10日間　定各コース先着10 ～ 15人　費成田空港発22万８千～ 43万５千円　申・問11月１日（水）までに、国際青少年研修協会（☎03・6417・9721）へ。

バ
ス
利
用
者
の
状
況

　

昨
年
10
月
、
市
民
３
０
０
０
人
（
回

答
数
１
０
６
９
人
）
を
対
象
に
、
路
線

バ
ス
の
利
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
自
家

用
車
を
保
有
し
て
い
る
世
帯
は
全
体
の

約
９
割
、
自
分
専
用
の
車
が
あ
っ
て
、

い
つ
で
も
使
え
る
人
が
約
７
割
を
占
め

ま
し
た
。
一
方
で
、
約
７
割
の
人
が
日

常
的
に
バ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。（
図
２
）　

　

バ
ス
を
利
用
し
な
い
理
由
と
し
て
は
、

路
線
が
少
な
い
こ
と
や
、
都
合
の
良
い

時
間
に
乗
れ
な
い
不
便
さ
、
乗
り
方
が

分
か
ら
な
い
な
ど
の
不
安
が
あ
る
と

い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

バ
ス
が
果
た
す
役
割

　

バ
ス
に
は
、
学
校
や
職
場
、
買
い
物

に
行
く
な
ど
、
日
常
生
活
の
足
に
な
る

こ
と
と
、
観
光
な
ど
地
域
内
外
の
人
の

動
き
を
生
み
出
す
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

利
用
が
活
発
で
あ
る
ほ
ど
、
大
き
な

人
の
流
れ
と
な
り
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

が
生
ま
れ
ま
す
。「
ま
ち
の
活
性
化
」
と

「
バ
ス
」は
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
す
。

　

高
齢
化
が
進
み
、
自
動
車
を
運
転
し

な
い
高
齢
者
が
増
え
る
と
、
路
線
バ
ス

が
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
今
後
、
バ
ス
交
通
を

維
持
し
て
行
く
た
め
に
、
私
た
ち
は
ど

ん
な
事
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
、
バ
ス
に
乗
っ
て
み
よ
う

　

自
家
用
車
で
は
な
く
、
バ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
ど
ん
な
利
点
が
あ
る
の

か
、
ま
た
バ
ス
を
利
用
す
る
上
で
知
っ

て
お
く
と
便
利
な
こ
と
や
、
目
的
別
に

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

ほぼ自分専用の
車があり、
いつでも使える
65%

ほぼ自分専用の
車があり、
いつでも使える
65%

ほとんど
利用しない
54%

ほとんど
利用しない
54%

不明・無回答
１%
不明・無回答
１%

週に３～４日
５%
週に３～４日
５%

週に１～２日
７%
週に１～２日
７%

月に１～２日
13%
月に１～２日
13%

年に数日
20%
年に数日
20%家族共用の

車があり、
自分が優先して
使える  ７%

家族共用の
車があり、
自分が優先して
使える  ７%

家族共用の
車があり、
時々使える
５%

家族共用の
車があり、
時々使える
５%

自分で運転せず、
送迎などで
乗車する  13%

自分で運転せず、
送迎などで
乗車する  13%

世帯に自家用車
はない  ７%
世帯に自家用車
はない  ７%

不明・無回答
３%
不明・無回答
３%

Ｑ.自家用車の保有状況 Ｑ.路線バスの利用頻度
図２　市民アンケート結果

認知症予防につながる

事故に遭う危険度が下がる

車の維持費がかからない認知症の発症率

　運動する習慣のある人
は 、な い 人 に 比 べ て 認
知症発症の危険度が３割
ほど低いといわれていま
す。バスを利用すると、
停留所までの往復や目的
地までの移動で、無理な
く運動することができま
す。

　年齢を重ねると、気付かないうち
にとっさの判断が遅れたり、ちょっ
とした勘違いが多くなります。
　自動車運転者の年齢層別の死亡
事故件数でも、年齢が上がるにつれ
て増加しています。

　1000CC の車を持っている
だけで、保険・税金・駐車
場代などで 1 日約 2000円か
かっているといわれていま
す。
　普段あまり車に乗らない
場合、車を手放して公共交
通機関で移動した方が、か
かるお金は少なくなります。

３割減

運動習慣なし 運動習慣あり
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■件／免許人口10万人年齢層別免許人口10万人当たり　死亡事故件数

認知症疾患治療ガイドライン
2010より（日本神経学会）

広報広聴課インターンシップ生　鎌田智行さん（帯広市出身）

平成29年交通安全白書より（内 閣府）

バスを使うことによる利点

普段乗らないと、意外と知らない
バスの乗り方を紹介します。

①目的地の系統をバスの
先頭にある方向幕で確認
し、乗車してください。

②乗車口の右横にある整
理券を取ってください。

④前方の運賃表で金額を確認し、バスから降りる際に、整理
券と現金を入れてください。

③目的地の停留所がアナウ
ンスされたら、降車ボタンを
押してください。

パソコン、スマートフォンで
調べることができる「もくい
く」が便利です。近 くのバス
停を検索し、目的地を入れれば、
どの系統に乗れば良いかや、発着
時間を調べることができます。

スマートフォンアプリ「Ｐ
ピ ナ

ＩＮＡ」
を使用すると、乗車予定の
バスが現在どの地点にいる
かと、乗車予定のバス停へ
の到着時間が 確認できま
す。

目的地に行くためのバスや、最寄りの停留所を簡単
に調べられますか？

ペットは、ふたが閉まり完全に収納できる専用ケースなどに
入っていれば、車内へ連れて乗れますよ。

整理券の番号と同じ番号のところ
に表示されている数字が運賃です

整理券を忘れずに

行き先がよく分からないときは
乗務員にお尋ねください。

中央のドアから乗車

前のドアから降車

教えて！
運転手さん新人広報スタッフが聞いてみました バスの乗り方

高校時代はずっと自転車通学で、バスでの移動は不慣れで
すが、運転手さんに、乗り方のこつを教わりたいと思います！

もくいく～路線バス目的地検索～

PINA ～バスロケーションサービス～

十勝バス
佐々木 智彦

運転手

北海道拓殖バス
中
なかすて

捨 道夫
運転手

バスが来るまで、あとどれくらい待てばいいか
分かると便利なのですが。

ペットと一緒にバスに乗ることはできますか？

帯広駅
●●高校

0

経由地系統番号

行き先

【ご案内】
11月頃より、十勝バスが運行する畜大線や北海道拓殖バスが運行
する一中・療養所線、運転免許試験場線（柏林台）などの路線の一部
またはダイヤが変更となります。日程・詳細などについては、10
月以降にバス車内などに掲示します。

次
、止
ま
り
ま
す

ピ
ン
ポ
ー
ン
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無料法律相談会　離婚、親権、消費者金融の相談に弁護士が応じます。　対十勝管内在住のひとり親家庭の親　日 10 月 20 日（金）、13 時～ 15 時の間
で１人 30 分　定先着４人　場・申・問 10 月 13 日（金）までに、母子家庭等就業・自立支援センター（公園東町３、グリーンプラザ内、☎ 20・7751）へ。

大
正
地
区﹁
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
﹂・

川
西
地
区﹁
あ
い
の
り
バ
ス
﹂

　

市
内
中
心
部
と
、
川
西
・
大
正
地
区

を
つ
な
ぐ
公
共
交
通
と
し
て
、
乗
り
合

い
で
移
動
す
る
予
約
制
の
「
あ
い
の
り

タ
ク
シ
ー
」（
大
正
地
区
内
～
市
中
心

部
）
と
、「
あ
い
の
り
バ
ス
」（
川
西
地

区
～
市
中
心
部
）を
運
行
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
各
運
行
会
社
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

バ
ス
を
使
っ
て
元
気
に
お
で
か
け︵
高

齢
者
お
で
か
け
サ
ポ
ー
ト
バ
ス
事
業
︶

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
、
健
康
と
生
き

が
い
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
満
70

歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
「
高
齢
者
バ

ス
無
料
乗
車
証
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

乗
降
地
の
い
ず
れ
か
が
帯
広
市
内
で

あ
れ
ば
、
市
内
分
の
運
賃
が
無
料
に
な

り
ま
す
。

申
請
方
法　

本
人
確
認
書
類
（
保
険
証

な
ど
）
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
交
付
窓
口

へ
。
交
付
窓
口
で
顔
写
真
を
撮
影
す
る

の
で
、
必
ず
申
請
者
本
人
が
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
交
付
窓
口　

高
齢
者
福

祉
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
４

５
）、
平
日
、
９
時
30
分
～
16
時
30
分

交
付
料　
５
０
０
円
（
交
付
時
に
窓
口

で
支
払
い
、
再
交
付
時
も
同
様
）

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

教
育

　

市
で
は
、
市
民
の
意
識
を
「
過
度
に

自
動
車
に
頼
る
状
態
」
か
ら
「
公
共
交

通
や
徒
歩
な
ど
を
含
め
た
多
様
な
交
通

手
段
を
適
度
に
利
用
す
る
状
態
」
へ
と

少
し
ず
つ
変
え
て
い
く
モ
ビ
リ
テ
ィ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
バ
ス
事
業
者
、

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）

製
造
業
者
、
帯
広
運
輸
支
局
と
連
携
し
、

市
内
小
学
校
や
帯
広
市
高
齢
者
学
級
な

ど
で
出
前
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
向
け
の
出
前
講
座
で
は
、
低

学
年
は
紙
芝
居
や
「
交
通
す
ご
ろ
く
」

な
ど
を
使
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
バ
ス

の
乗
り
方
や
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
す
。中
・

高
学
年
は
、
運
輸
と
地
球
温
暖
化
の
関

係
や
環
境
に
優
し
い
公
共
交
通
、
使
用

済
み
て
ん
ぷ
ら
油
を
燃
料
に
再
生
す
る

Ｂ
Ｄ
Ｆ
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
ま
た
、

Ｂ
Ｄ
Ｆ
で
走
る
バ
ス
に
乗
車
し
、
バ
ス

の
乗
り
方
や
降
り
方
を
実
車
で
学
び
な

が
ら
、
環
境
と
バ
ス
に
対
す
る
興
味
や

関
心
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
向
け
の
講
座
で
は
、
環
境
と

公
共
交
通
に
つ
い
て
学
ぶ
ほ
か
、
自
動

車
の
年
齢
別
事
故
率
や
二
酸
化
炭
素
排

出
量
、
健
康
に
関
す
る
情
報
提
供
を
通

じ
て
、
過
度
に
自
動
車
を
利
用
せ
ず
、

徒
歩
や
バ
ス
と
い
っ
た
移
動
手
段
の
利

用
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
と
ま
ち
の
未
来
を
支
え
る

大
切
な
存
在﹁
路
線
バ
ス
﹂

　

路
線
バ
ス
は
、
私
た
ち
の
足
と
な
り
、

人
々
の
生
き
が
い
を
支
え
、
ま
ち
の
元

気
を
生
み
出
す
大
切
な
存
在
で
す
。

　
５
年
後
、
10
年
後
の
私
た
ち
自
身
の

移
動
手
段
や
暮
ら
し
方
、
こ
の
地
域
の

未
来
を
考
え
た
と
き
、
路
線
バ
ス
が
私

た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
存
在
と
し
て

在
り
続
け
る
た
め
に
、
私
た
ち
み
ん
な

で
路
線
バ
ス
を
利
用
し
、
バ
ス
交
通
を

守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

自
動
車
は
と
て
も
便
利
で
す
が
、
た

ま
に
は
、
運
転
を
気
に
せ
ず
、
周
り
の

景
色
や
読
書
を
楽
し
み
な
が
ら
、
バ
ス

な
ら
で
は
の
安
全
性
や
便
利
さ
を
感
じ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
今
ま

で
に
な
い
時
間
が
生
ま
れ
、
こ
れ
ま
で

と
は
ひ
と
味
違
う
、
十
勝
・
帯
広
の
良

さ
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
、
こ
れ
を
機
に
、
私
た
ち
の
豊

か
な
未
来
を
運
ぶ
「
路
線
バ
ス
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

バスの乗車体験にドキドキ

高齢者いきいきふれあい館「まちなか」（西２南７、帯広信金第３ビル、☎67・6799）

　自分に合った趣味を見つけよう
と市の講座を探し、高齢者いきい
きふれあい館「まちなか」で無料で
実施している「脳が喜ぶ！心が笑
う！臨床美術」に興味を引かれ、
参加しています。
　普段は自家用車を運転します
が、「まちなか」には駐車場がない
ため、「高齢者バス無料乗車証」を
利用して通っています。
　バスを利用してみて感じたこと
は、車は運転に集中しなければな
りませんが、バスは乗っているだ
けで目的地まで安全に移動がで
き、とても気持ちが楽なことです。
　バスの利用で趣味の幅も広が
り、知り合った友達と、笑いなが
ら過ごす時間を楽しんでいます。

あいのりタクシー・バス
○出発時間の 45 分前までに運行会社に電話で予約
　＜問い合わせ・予約先＞
　あいのりタクシー：大正交通（☎ 0800・800・5551）
　あいのりバス：毎日交通（薔0120・999・094）
　※前日までに予約が必要となる便があります。

○運賃はお住まいの地区により異なります
　・中学生以上は大人運賃
　・回数券、通学定期券の販売あり
　・高齢者バス無料乗車証の使用可
　・療育／身体障害者／精神障害者手帳を持つ人は半額

バス利用で心にゆとり
趣味の幅も広がる

高齢者いきいきふれあい館
「まちなか」利用者

木村 美代子さん（70代）

　 詳 細 は 、帯 広 駅 バ ス タ ー ミ ナ ル （☎ 23・
5171）か、十勝バス（☎ 37・6500）、北海道拓
殖バス（☎ 31・8811）へ問い合わせください。

　運転免許証を自主返納した人
は、バス運賃が半額になります。
高齢者の交通事故が増えて、運
転に不安を感じている人には、
お得で安全ですよ。

　たまには車を運転せず、十勝をゆっくり観
光してみてはいかがですか。
　施設利用券とバス往復乗車券がセットになった十勝を
堪能できるバスパックです。花やガーデンが好きな人、
温泉を満喫したい人など7 種類のパックがあります。

　休日、帯広市内であれば小学生は 100 円、
中学生は 200 円で乗車できます。また、通
学定期券を使っている人は市内区域内乗り
放題となる定期券があるので、学生で家と
学校以外の移動が必要な人にはお得です。

　まちなかで買い物を楽しみません
か。帯広市商店街振興組合の参加
店で 2000円以上の買い物をすると、
100円の「買物共通バス券」がもらえ、
大変お得ですよ。

スタート
いいえ はい

はいいいえ

はい

はい

いいえ

いいえ

バス事業者がおすすめする！

お得なバスの使い方
おすすめのバスの使い方　診断チャート

検 索十勝バス 検 索北海道拓殖バス

Ａ
タイプ

C
タイプ

D
タイプ

B
タイプ

普段は車で
移動する

ことが多い

60歳以上で、
最近運転に
不安がある

免許返納者
割引制度

買物共通
バス券

小学生・
中学生
休日市内割
学生ワイド
フリー

日帰り路線
バスパック

家族に
学生がいる

バスをよく
利用する

タ
イ
プ
Ａ

タ
イ
プ
Ｄ

タ
イ
プ
Ｃ

タ
イ
プ
Ｂ

60歳以上のドライバーの皆さんには…
⇒ 免許返納者割引制度

休日にバスでお出掛したい学生さんには…
⇒ 小学生・中学生休日市内割／学生ワイドフリー

バスをよく利用する人には…
⇒ 買物共通バス券

ガーデンや温泉巡りをしたい人は…
⇒ 日帰り路線バスパック

「ま ちなか」での講座の様子

お得なバスプラ
ンがいろいろあ
るので、ぜひタ
イプに併せて利
用してみてくだ
さい！
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